
PM2.5（微小粒子状物質）に関する主な問合せ

１．ＰＭ2.5（微小粒子状物質）とはどのようなものですか？

　ＰＭ2.5は大気中に浮遊している粒子状の物質で、粒子の大きさが2.5マイクロメートル

（1マイクロメートル＝1ｍｍの1/1,000）以下の非常に小さな粒子のことです。
　自動車の排気ガスや空気中のガスの化学反応に由来する粒子であると推測されています。
　
２．健康への影響はありますか？
　粒子の大きさが非常に小さい（髪の毛の約1/30）ため、肺の奥まで入りやすく、喘息や気管支炎などの呼吸器系疾患や循環器系への影響を与えると考えられています。
３．国が定めた環境基準とは何ですか？
　環境基準とは、人の健康の適切な保護を図るために維持されることが望ましい基準として設定されたものであり、基準を超過した場合でも、直ちに人の健康に影響が現れるというものではありません。
　　【＊ＰＭ2.5の環境基準】

　　1年の平均値が15マイクログラム/㎥以下であり、かつ、1日平均値が35マイクログラム/㎥以下

４．国が示した暫定的な指針の数値はどの程度となっていますか？

　国が示した暫定的な値は、国内外の研究結果等に基づいて注意喚起のための目安として設定
されています。

　注意喚起のための暫定的な指針となる値は、1日の平均値が70マイクログラム/㎥と定めています。

　指針の数値は、早朝3時間の平均値が85マイクログラム／㎥を超えた場合、または午前5時～12時までの８時間の平均値が80マイクログラム／㎥を超えた場合1日の平均値が70マイクログラム/㎥を超えることが想定されることから、注意喚起を行う目安とされています。
５．ＰＭ2.5（微小粒子状物質）に関する情報はどうすれば入手できますか？
　国では環境省のホームページ「ＰＭ2.5（微小粒子状物質）に関する情報サイト」のほか、
国立環境研究所のサイトなどがあります。

　大気汚染物質濃度の現在の状況については、長崎県の環境政策課ホームページや携帯サイト
「モバイル長崎県」にも情報が掲載されているほか、環境省の「そらまめ君」などで公表されています。
　＊現在は、閲覧が集中しているためつながりにくい状況となっています。
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